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　西部ガスグループは、経営の基本理念「地域貢献」・「責任」・「和」を
軸に、多様なステークホルダーとの対話を大切にし、地道に積み重ね
てきた地域との「つながり」をより深め、広げることで、エネルギーとく
らしの総合サービス企業グループとして、より良い未来の実現をリード
してまいります。
　新グループ中期経営計画においては、全社戦略の柱のひとつに「サ
ステナビリティ経営」を掲げました。持続的な社会の実現に向けて、低
炭素な天然ガスの安定供給によるカーボンニュートラルへの貢献と地
域社会の活性化に向けた多様なサービスの展開によって、環境・社会・
経済に価値を提供してまいります。

　西部ガスグループは、サステナビリティを巡る課題が、事業リ
スク減少のみならず機会にもつながる経営上の重要課題である
との認識のもと、「地域貢献」・「責任」・「和」という経営理念および

「西部ガスグループ企業行動指針」に基づき、これらの課題に真
摯に取り組みます。
● �あらゆるステークホルダーとのコミュニケーションを大切に、真に価

値ある企業市民として地域社会との共生を実現します。
● �企業価値の向上を目指すとともに、社会的責任と使命を果たし、持続

可能な社会の発展に率先して取り組んでまいります。

　当社グループは、社長執行役員を委員長とし、当社及びグループ会社の関連部門長をメンバーと
する「サステナビリティ委員会」を設置し、課題解決に向けた取り組みの協議、推進を行っています。協
議した内容は、定期的（原則年2回）に経営会議へ報告を行い、取締役会は経営会議からの報告を受
け、社外取締役による独立的・客観的立場からの意見も踏まえ
つつ、サステナビリティを巡る重要事項等について適宜・適切
に検討し、監督を行える体制を整えています。
　委員会における具体的な活動は、マテリアリティの見直しや
グループ環境目標設定の審議、共感活動の活動報告、ESG情
報開示への取り組みなどの意見交換を実施しています。

当社グループの
リスクマネジメントへの統合
　サステナビリティを巡るリスク及び機会
は、サステナビリティ委員会において識別・
評価されます。その後、識別・評価された
リスクは、サステナビリティ委員会からグ
ループガバナンス委員会へ報告され、他の
リスクと同様に当社グループのリスク管理
規程に基づきグループガバナンス委員会
で審議（評価）され、重要なリスクと特定さ
れた場合は、当社グループのリスクマネジ
メントへ統合します。 西部ガスグループサステナビリティ基本方針

 推進体制

 サステナビリティを巡る課題に関するガバナンス管理体制図

指示 報告指示 報告

指示 報告指示 報告

取締役会

事務局：グループガバナンス部

各部門・グループ会社

監督 報告

指示 報告

〈執行〉

経営会議
議長 社長執行役員

メンバー 執行役員

サステナビリティ委員会
委員長：社長執行役員

グループガバナンス委員会
委員長：社長執行役員

担当役員メッセージ

サステナビリティ・マネジメント

引用：株式会社イースクエア

　当社グループのサステナビリティは、社会的責任の国際規格「ISO26000」を参考にし、ステー
クホルダーからの期待と要求に対して、サステナビリティ・マネジメントを実施し、企業価値向上
を目指します。お客さま、株主・投資家、地域社会などへの情報開示と対話を行い、その結果を各
部署で共有し、サステナビリティの取り組みに反映していく「8の字のループ」を構築していくこと
で、各部署が連携してサステナビリティの取り組みをレベルアップしていきます。
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価値創造領域１　地域のカーボンニュートラル 　気候変動（TCFD提言に基づく開示①）
気候変動は、西部ガスグループにとってリスクであると同時に新たな機会につながる重要な経営課題です。当社グループは、TCFD提言が気候変動問題に関する情報開示や、リスクへの適切
な対応を行う重要な枠組みであると考え、2021年10月26日 TCFD提言に賛同しました。TCFD提言に沿った気候変動対応に関する情報開示に取り組んでいきます。

　気候関連事項に関するガバナンス体制は、以下のとおりです。

● �取締役会の監督体制
　取締役会は、気候関連の重要事項について定期的に（原則年2回）経営会議から報告を受け、
監督を行います。気候関連事項に対処するための指標と目標に対する進捗状況は、サステナビリ
ティ委員会で審議され、その後経営会議を経て取締役会に報告されます。このプロセスにより、
取締役会は適切な監督体制を整えています。

● �経営会議の役割
　経営会議もまた、定期的に（原則年2回）取締役会に対して気候関連の重要事項を報告します。
　サステナビリティ委員会からの報告を受けて、経営会議では審議された気候関連事項の審
議結果を考慮し、議長である社長執行役員が自社の気候関連事項戦略やリスクマネジメント
方針等の見直し・指示を行います。

● �サステナビリティ委員会
　サステナビリティ委員会は、定期的に（原則年2回）気候関連事項について審議する組織で、社
長執行役員が委員長を務め、担当役員、関連部門長で構成され、気候変動が事業に与える影響
を年1 回以上評価し、重要な事項を経営会議に報告します。
　また、気候関連のリスクと機会を特定し、その影響度についても審議しています。気候関連のリ
スクは、サステナビリティ委員会からグループガバナンス委員会へ報告され、特定されます。
　一方、気候関連の機会は経営会議に報告され、そこで審議された後、議長である社長執行役
員によって特定されます。特定されたリスクと機会は、サステナビリティ委員会が所管し、対応策
および目標について審議を行います。最後に、サステナビリティ委員会は、特定したリスクと機
会に関する実績レビューや進捗状況を評価することで、組織全体気候変動戦略の確認と改善を
図っています。

設定したシナリオ

　気候関連のリスクに関しては、サステナビリティ委員会が審議を行い、当社グループの重要リ
スクについて審議するグループガバナンス委員会で特定されます。特定した気候関連リスクは、
当社のリスク管理規程に基づき評価され、それぞれ軽減・移転・受入・制御といった対応が検討
されます。特定したリスクへの対応方針は、サステナビリティ委員会で審議され、その審議結果が
経営会議に報告され、最終的には経営会議で審議され、議長である社長執行役員が決定し
ます。

　当社グループは、TCFDの枠組みに沿って、中核事業であるエネルギー事業を中心に、気候変
動関連事項における移行リスク・物理的リスク及び機会という観点から検討し、それぞれ特定し
ました。

（詳細は、次ページ参照）
　また、リスクと機会を特定した後に、政府の脱炭素政策の進展という軸とエネルギー業界の産
業構造の変化という軸の2つの軸から複数のシナリオを想定し、当社グループの経営戦略、財務
計画等の策定に反映しています。

世界観 参照シナリオ

1.5℃

NDC（2050年カーボンニュートラルと整合的で
2030年度において、温室効果ガスを2013年度
から46%削減）が達成されることを念頭におい
たシナリオ

IEA WEO NZE 2050

4.0℃

上記シナリオと対極で日本のNDCが達成され
ず、日本政府が掲げている政策（第7次エネル
ギー基本計画やグリーン成長戦略）が予定通り
実行されないシナリオ

・IEA WEO STEPS
・IPCC RCP 8.5

 ガバナンス  リスク管理

 戦略

参照URL:https://hd.saibugas.co.jp/sustainability/management/
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天然ガスの需要増加

天然ガスの需要増加

ガス脱炭素技術の遅れ

投資家の低・脱炭素化
志向の拡大

炭素税の導入

異常気象の激甚化

平均気温の上昇

再エネ価値

天然ガスの需要増加

ガス脱炭素技術の
進展

家庭用・業務用設備の電化に
よるガス売上減少

国内外の需要増加に伴う調達
コストの増加

国内外の需要増加に伴う調達
コストの増加

化石燃料関連事業の資金調達
力の低下

ガス供給障害や復旧費用の
増加

ガス供給障害や復旧費用の
更なる増加

家庭でのガス使用量減少に
よる売上減少

再エネ由来電気販売の拡大

化石燃料関連事業からの投資
撤退

家庭用・業務用設備の電化に
よる更なるガス売上減少

海外の需要増加に伴う調達コ
ストの更なる増加

脱炭素の競争力劣後によるガ
スの売上減少

ガス供給、自社施設における
コストの増加

環境意識の高まりによる価値
提供・販売機会の拡大

国内外の燃料転換による販売
量増加と基地利用拡大

国内外の燃料転換による販売
量増加と基地利用拡大

海外の燃料転換による販売量
増加と基地利用拡大

e-methane等脱炭素技術に
よる売上増加

ガス供給、自社施設における
コストの更なる増加

市場

技術

政策・規制

評判

急性

慢性

市場

技術

リ
ス
ク

機 

会

カテゴリー シナリオ ドライバー

移
行

物
理

電化の進展1.5℃

1.5℃

1.5℃

1.5℃

1.5℃

1.5℃

1.5℃

1.5℃

4.0℃

4.0℃

4.0℃

4.0℃

事業への影響
短中期 中長期

●  省エネ政策に対応した提案手法の強化
●  設備選択におけるノンエナジーベネフィットの訴求
●  カーボンクレジットの活用
●  柔軟かつ価格競争力のあるLNG調達、需要調整の
　多様化
●  メタネーション等脱炭素技術の確立と利用
●  投資家とのコミュニケーションの強化

主な対応策は、
「西部ガスグループ カーボンニュートラルアクションプラン」
をご覧ください。

●  非化石証書を活用した環境価値付き電気の拡販
●  再エネ電源種の多様化
●  石油・石炭から天然ガスへの転換推進
●  タンク増設による基地能力の強化、基地活用の
　長期契約
●  メタネーション等脱炭素技術の確立と利用

●  強靭性に優れた設備への取り換えと
　レジリエンスの強化

リ
ス
ク

機 

会

 対応策

移
行

物
理

 リスク・機会の評価と対応策
財務影響度：大

なお、当社グループは、カーボンニュートラルの実現に向けた取り組みを具体化し、気候変動への対策、脱炭素社会への移行に向けて、気候変動に対する移行計画を取りまとめています。
現在、日本政府が発表した第7次エネルギー基本計画、地球温暖化対策計画、GX2040ビジョンなどを踏まえ、当社HPにて開示予定です。

当社グループは、エネルギー事業を取り巻くリスクと機会を特定し、2030年までの短中期と2050年までの中長期に分けて評価・対応を検討しています。
非化石燃料への移行などをリスクと捉えつつ、環境性の高い天然ガスへの燃料転換やe-methane（e-メタン）の脱炭素技術開発を機会とし、気候変動対策を推進します。

リスク・機会の評価 対応策

価値創造領域１　地域のカーボンニュートラル 　気候変動（TCFD提言に基づく開示②）
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西部ガスグループは、エネルギー事業者として、カーボンニュートラル社会の実現に向けた取り組みを加速させていきます。他燃料からの燃料転換等による「天然ガスシフト」、カーボンクレジットや
e-methaneの導入による「ガスの脱炭素化」、再生可能エネルギーの開発による「電源の脱炭素化」に加え、事業活動における取り組みを推進させながらカーボンニュートラル実現を目指します。

● �西部ガスは、福岡造船(株)向けに国内初となるISOタンク
コンテナを使用したTruck to Ship方式によるLNGバンカ
リングを実施しました。

● �2021年４月より実施しているLNG海外出荷事業で得たノ
ウハウを活かし、今回のバンカリングが実現しました。

● 西部ガスは、カーボン・オフセット都市ガス/LNGの販売を
11件へ拡大（グループ施設含む）しました。

● カーボン・オフセット都市ガス/LNGの信頼性をより一層高
めることを目的に、GHG排出量の妥当性確認および検証を
受けています。

● カーボン・オフセット都市ガス/LNGの使用は、地球規模で
の温室効果ガスの削減に加え、社会コミュニティ支援等の
SDGsに貢献します。

● ガスのお客さまのみならず、環境意識の高い自治体等を
ターゲットに環境価値付き電気「Smart Greenでんき」を訴
求し、高圧販売や電源卸販売を開始しました。

● 西部ガスおよび西部ガス熊本は、環境省の「脱炭素先行地
域」に選定された「阿蘇くまもと空港周辺地域RE100産業
エリアの創造」等に関する再エネ電力供給に係る連携協
定を熊本県等と締結しました。本協定に基づき、2025年1
月には熊本県等とともに「くまもと地域みらいエネルギー
(株)」を設立しました。

● 当社グループやサプライチェーンにおけるCO２排出削減
の推進を目的に、2024年4月1日よりGXリーグに参画し
ました。

● 社用車の稼働管理アプリ導入、公共交通機関の利用促進
を通した社用車の84︎台削減、EV充填設備設置とEV車を7
台導入しました。

 至近の取り組みと実績
天
然
ガ
ス
シ
フ
ト

ガ
ス
の
脱
炭
素
化

電
源
の
脱
炭
素
化

事
業
活
動

e-methane

2024年

海外事業の推進

再エネ電源の開発・調達

働き方改革・森林保全活動

社用車の削減・EV化

施設で使用するエネルギーのCO2実質ゼロ化

カーボンクレジットの普及・拡大

高効率機器の普及・拡大

石油からの燃料転換

2027年 2030年 2050年

e-methane導入

e-methane商用化に向けた準備メタネーション実証（ひびき基地内） e-methane導入・拡大

水素事業（製造・調達・供給・利活用）検討 水素事業の展開

非化石証書の調達 お客さまへの再エネ電気（CO2ゼロ）提供

ひびき発電所の稼働

（実現を目指す「3つの柱」に加え、事業活動における取り組みを同時に推進）

水素混焼

e-methane天
然
ガ
ス
シ
フ
ト

ガ
ス
の
脱
炭
素
化

電
源
の
脱
炭
素
化

事
業
活
動

 カーボンニュートラル社会の実現に向けた取り組み項目別のロードマップ

価値創造領域１　地域のカーボンニュートラル 　脱炭素への貢献①
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　2050年のカーボンニュートラルの実現に向けて、トランジション（移行期）の取り組みが重要
と考えています。その中で、2025年度は、ひびき発電所の運転開始、地域の原料を活用したメタ
ネーション実証事業の開始などを予定しています。
　当社グループは、ガスの脱炭素化や電源の脱炭素化を推進していきます。

　2050年カーボンニュートラルの実現に向けて、CO2排出削減貢献量、再エネ電源取扱量、ガ
スのカーボンニュートラル化率において2030年の中間目標を掲げ、取り組みを推進しています。
　グループ施設CO2排出量については、2030年度に対2021年度から2万トン削減します。
2024年度は、前年度比約6％削減を達成しました。またCO2排出量実績は、2024年度から第三
者保証を取得しており、より正確な数値の公表に努めています。

指　標 目　標

CO2削減貢献量 ［2030年］
150万トン

再エネ電源取扱量 ［2030年］
20万kW

ガスの
カーボンニュートラル化率

［2030年］
5％以上

事業活動における排出 ［2025年］
2%削減（2023年度比）

［2030年］
2万トン削減（2021年度比）

［2050年］
カーボンニュートラル

　安定的な電源調達に向けて、共同出資により、
ひびき発電所を建設しています（営業運転開始：
2026年3月予定）。発電方式にCO2排出量が少
ない最新鋭のコンバインドサイクルを採用し、将
来的にはカーボンフリー燃料（水素等）の活用を
視野に入れています。

　地域資源である再生可能エネルギーの余剰電力を活用して製造した水素や近隣工場から発
生する副生水素、回収したCO2を有効活用したメタネーションにより、e-methane製造コストの
低減と環境価値提供を目指します。
　e-methane供給（実証運転）は、2025年６月に北九州市のひびきエル・エヌ・ジー(株)ひびき
LNG基地内で開始しました。

 カーボンニュートラル実現に向けた取り組み

CO2 排出量削減

ひびき発電所の稼働

CO2 排出削減貢献量、再エネ電源取扱量、ガスのカーボンニュートラル化率
地域の原料を活用したメタネーション実証事業

 TCFDに係る指標と目標
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価値創造領域１　地域のカーボンニュートラル 　脱炭素への貢献②
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　ACT2027の重点取り組み「エネルギーサプライチェーン・レジリエンスの強化」の達成に向
け、都市ガスの製造から供給、消費機器までの保安に関する基本計画である「中期保安基本計
画」を策定しました。中期保安基本計画では4つの柱からなる保安戦略を展開し、お客さま・地域
社会の変わらない安全・安心を支え続けます。

　カーボンニュートラルの潮流が加速し、トランジション期における低炭素な天然ガスニーズや
ガス体エネルギーの脱炭素化が拡大する中、「第7次エネルギー基本計画」においても、天然ガ
スの重要性が示されています。このような環境変化の中、西部ガスはエネルギー供給のバリュー
チェーン全体で安定供給体制と災害時の対応力強化を図り、お客さまの更なる安全と安心を支
えます。

　西部ガスでは、災害対策基本法に基づき「防災業務計画」を策定し、大規模災害が発生した場
合は、社長執行役員が本部長を務める「総合非常体制」を発令し、適切な防災対策を遂行してい
ます。また、一般社団法人日本ガス協会を通じ、全国の都市ガス事業者が相互に応援を行う体制
が構築されています。

取り組みテーマ 指標・目標

安定調達体制のさらなる強化
自社起因の重大トラブル（LNG調達）ゼロ件の堅持
VPP（バーチャルパワープラント）の契約容量 185kW（2027年）

安全安心のためのレジリエンス強化 重大事故（都市ガス製造・供給）ゼロ件の堅持

地域の防災力の強化
都市ガス導管網の耐震化率　95％（2030年）
全従業員が参加する総合防災訓練　年１回

スマート化による地域保安の拡充 スマート保安の導入　年１件

取り組み内容

供給保安の
高度化

① 製造設備の経年設備対策
② 自社工事事故防止対策
③ 他工事事故防止対策
④ 非安全型機器取替促進

⑤ インフラ（製造設備、ローリ輸送）増強策検証と対応
⑥ 新設設備の維持・運用（発電所、グループ工場投資工事）
⑦ 中圧ネットワーク整備計画の着実な実行

⑧ スマートメーターシステム機能を活用した保安対応高度化
⑨ デジタル化の推進

⑩ 水素エネルギー利用時のあり方整理

災害時の
対応力強化

⑪ 地震対応訓練
⑫ 製造事故（ローリ事故含む）等発生時の対応訓練

⑬ 非裏波溶接鋼管対策
⑭ 白ガス管対策
⑮ 供給停止範囲の極小化

グループ
保安

⑯ グループ工場間の連携強化
⑰ 平時及び緊急時のグループ会社との連携

保安人財の
育成 ⑱ 人財育成と組織活性化

 都市ガス事業の中期保安基本計画 方針

 有事の体制

 指標と目標（マテリアリティ行動計画）

西部ガスグループは、安定供給の確保とスマート保安の推進により自然災害や重大事故のリスク低減を図り、地域の安全・安心を確保します。
また、エネルギー供給のレジリエンスをさらに高めることで、持続可能な社会の実現を目指し、有事の際の対応力強化を図ります。

目
標

自
社
起
因
の 

重
大
事
故
ゼ
ロ 

を
実
現

▲
価値創造領域2　地域の安全・安心とレジリエンス 　安定供給と安全性確保

本部長：社長執行役員 本部長：副社長執行役員 総務隊長

営業隊長

供給隊長

工場隊長

副本部長：副社長執行役員

本部員：取締役常務執行役員

指示

報告
連携

連携

連
携

総合　災害対策本部 現地　災害対策本部

総合非常体制図
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　当社グループは、経営の基本理念「地域貢献」・「責任」・「和」に基づき、グループの強みと従業
員一人ひとりの力、お客さまとのつながりを活かして、地域社会へ貢献することが当社グループ
の責務と認識しています。当社グループの事業活動や社会貢献活動等を通じて地域の発展に貢
献していきます。

 基本的な考え方  取り組みの重点項目

リスク：ディープテックに対する対応が遅れると、革新的なビジネスチャンスを逃し、競争力が低下する恐れ
機  会：地域のニーズを理解し、新たな事業機会を創出することで、地域貢献と事業成長が同時に実現可能

西部ガスグループは、経営理念に基づき、地域社会の発展に寄与することを重要視しています。地域のニーズに応じたさまざまな社会貢献活動を推進し、
次世代育成や地域の環境保全にも取り組んでいます。これにより、地域とのつながりを深め、持続可能で活力ある社会の実現を目指しています。

価値創造領域３　サステナブルで活力あふれる地域社会

価値創造領域4　地域の社会課題解決とコミュニティの発展
　地域社会への貢献①

事業価値（リスクの低減と機会の拡大）

　西部ガスグループは、経営の基本理念「地域貢献」・「責任」・「和」に基づき、グループの強みと
従業員一人一人の力、お客さまとのつながりを活かして、以下の地域・社会貢献に係る取り組み
を推進してまいります。

　当社グループは、地域・社会貢献活動に関する基本方針に基づき、サステナビリティ委員会とグ
ループ会社が連携した推進体制を整備しています。グループ各社では、地域のニーズに応じた独
自のアプローチを取り入れることで、地域社会との共生を目指した取り組みを計画・立案・実行し
ています。グループ各社の活動実績は、サステナビリティ委員会にて報告・共有・点検し、グループ
全体で社会課題の解決や持続可能な社会の実現に向けた貢献活動の推進につなげています。

地域貢献を重視し、小学生を対象とした詩作コンクール「地球の
ことば 子どものつぶやき」を1997年から開催しています。この
コンクールは自然への関心を高め、創造力を育むことを目的とし
ています。また、硬式野球部を通じた地域貢献活動も行い、少年
野球教室を開催するなど、次世代育成にも力を入れています。

 西部ガスグループ地域・社会貢献活動基本方針

 推進体制

地域とのつながり

重点
項目 事業との関連性 社会への影響・効果 事業上の影響・効果

地域社会と良好な関係を構築し、地域の発展に寄与します。
●安心して住み続けられるまちづくり
　（日の里団地再生プロジェクト、健康寿命

延伸に向けたコミュニティナース活動）
●地域のビジネスと経済の発展
　（ドローンを活用した橋梁点検事業）
●地域コミュニティへの参画
　（現地雇用の創出、地域との連携）

暮らしのサービスを通じ
て強みである「つながり」

「信頼」を基盤とし、思い
描く社会実現に向けて地
域社会・コミュニティに活
力ある社会を構築してい
ます。

地 域での 雇 用 創 出や産
業振興など、地域と共に
経 済 の 発 展に貢 献しま
す。

未来を担う次世代の育成を支援します。
●次世代教育を目的とした出張教室
　（小学校への訪問、未来の科学者教室、エ

コ・クッキング教室）
●地域コミュニティへの参画
　（地球のことば　子どものつぶやき、ス

ポーツ大会の開催）

定期的・継続的な交流を
通して、子どもたちの環
境や安全に対する興味を
高めることを支援し貢献
しています。

現役世代のサポートによ
り、地域社会の活性化に
貢献し、将来のお客さま
とのつながりを強固にし
ます。

地域社会の環境保全に貢献します。
●地域のカーボンニュートラルの実現に向

けた連携協定の締結
　（福岡市、北九州市、宗像市、長崎市、佐世

保市、久留米市、熊本県）
●循環型社会への配慮
　（コンポスト堆肥の循環と廃棄物の削減）

地域のニーズにあった循
環型社会の形成やCO 2

排出削減の貢献に寄与し
ています。

地域のカーボンニュート
ラルへの挑戦を通じて、
エネルギー事業者として
の責任を果たし、技術開
発や新サービスを創出し
ます。

地域とのつながり https://hd.saibugas.co.jp/sustainability/social/relationship/
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　グループの強みであるリアルなお客さま接点（フロントライン）に、デジタルプラットフォームの強化を通じ
た接点を融合してお客さまとのつながりを強化し、グループLTV（お客さまの生涯において当社グループが
提供する価値の合計）を最大化します。

取り組みテーマ 指標 2027年度目標

製品・サービス
品質向上 高リスク法定点検面対率 90％以上

安心して住み続けられる
まちづくり

地域社会における課題解決に資する
仕組みづくりの提案および参画

新規まちづくり案件の提案2件
まちづくり事業や指定管理事業等へ
の参画1件

多様なニーズに
こたえるくらしの
基盤の実現

お客さま接点の拡大を図るためのデ
ジタルプラットフォームの会員数

・マイページ会員数　80万件
・SAIBULAND　20万件

取り組みテーマ 指標 2027年度目標

地域経済の発展を支える
ビジネス創出基盤の強化

社会課題解決等の注力領域にお
ける新規事業の創出、既存事業
の進化

スタートアップや地場企業等との
連携による　
共創型PoCの実施　15件

製品・サービスの品質向上

多様なニーズにこたえるくらしの基盤の実現

実現に向けた取り組み

実現に向けた取り組み

　お客さま設備の安全多重化を推進することにより、ガス事故発生リスクを低減し、死亡事故「0」の継続を目
指しています。また、修理技術の維持・向上を目的として、「修理経験者のステップアップ」「修理経験の浅い担
当者の基礎教育」「新商品や新機能の理解向上」などの課題に応じた研修を開催しています。

　外部の技術やアイデアを活用し、新たな事業やサービスの創出を目指すオープンイノベーションプラット
フォーム「TOMOSHIBI」を開設しました。このプラットフォームでは、スタートアップなど外部パートナーとの

「新規事業共創」と、事業部門の課題やニーズを可視化し最適なソリューションを見つける「既存事業の拡
張」の2つのテーマが掲げられています。2023年12月に(株)talikiと結んだパートナーシップ契約を基に、社
会起業家とのマッチングも積極的に行っていきます。これにより、社会課題解決に向けた新規事業の創出を
目指します。

　2025年6月時点で累計数十件の応募があり、「既存事業の拡張」をテーマの中心に数件の協業を
検討中です。今後はグループ中期経営計画で掲げたように、2027年度までの累計で15件の共創型
PoC実施を目標にTOMOSHIBIをオープンイノベーションの基盤として成長させ、事業創出を目指し
ます。

 サステナブルな暮らしの推進

まちづくりソリューションを通した地域活性化・お客さまとのつながりを強化し、
エネルギー周辺領域を中心とした新たな価値の創造に取り組み、活力ある社会の実現に貢献します。

価値創造領域3　サステナブルで活力あふれる地域社会 　地域社会への貢献②

参照 P.32【特集】地域やお客さまとの
つながり強化

 地域のビジネスと経済の発展
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価値創造領域4　地域の社会課題解決とコミュニティの発展 　地域社会への貢献③
当社グループの事業拠点地域のステークホルダーと良好な関係性を構築し、各事業拠点地域の社会課題の解決に取り組みます。

 地域コミュニティへの参画
取り組みテーマ 指標 2027年度目標

各事業拠点地域の社会課題解決
連携協定締結数 行政との連携協定数の増加

サステナビリティに関する共感活動件数 年5回以上

宗像市　日の里団地

　地域社会における課題解決に資する仕組みづくりとして、西部
ガスは、福岡県宗像市日の里団地再生プロジェクト「さとづくり
48」に挑戦しています。「さとづくり48」とは、西部ガス、まちづくり
事業者、地域の方々、行政、地元の小中学校が一体となって取り
組む団地再生のプロジェクトです。

当社グループがカーボン・オフセット都
市ガスを、自治体に供給するのは長崎市

（市役所新庁舎）が初。

西部ガスは福岡県久山町※1と、持続性の高
い、未来に向けたまちづくりの実現を目指し、
日本初の先導的グリーンインフラモデル※2

の構築に向けた包括連携協定を締結しまし
た。また、産官学民が連携する恒久的なネッ
トワークづくり等に向けて設置された「久山
町未来デザイン協議会」に参加しています。
今後もガス事業やまちづくりの知見を活か
し、脱炭素社会の実現やウェルビーイング

（Well-being）の向上に必要な仕組みの検
証等を通して、地域の更なる発展に貢献して
いきます。

※1 �国土・社会・人間の3つの健康づくりを基本理念に
した個性的なまちづくりを行っており、その成果とし
て人口増加や高齢化率の低下が示されています。
2015年には国連の持続可能な豊かさを図る新た
な経済指標「新国富指標」で福岡県が1位となり、
SDGsを体現する町として注目されています。

※2 �自然が有する多様な機能を活用し、ソフト・ハードの
両面でカーボンニュートラルの実現、インフラやま
ちづくりの持続性や質の向上、地域活性化、SDGs
の実現等に貢献する取り組みです。

報告会の様子

受賞履歴
　●日本都市計画学会/令和3年度第8回「九州まちづくり賞」　2021年4月
　●国土交通省/第１回「まちづくりアワード」特別賞　2022年6月
　●JR九州/「九州観光まちづくりAWARD2024」金賞：にぎわいづくり部門　2024年8月

地域との連携
　当社グループの事業エリアを中心に、持続可能なまちづくりの実現に向けた連携協定を締結し、行政と
一体となった取り組みを推進していきます。

福岡市（2022年8月3日締結）

● 水素エネルギー利活用
● 環境教育　など

佐世保市（2023年7月18日締結）

● 男女共同参画に向けた料理教室
● 地域見守りネットワーク活動　など

長崎市（2022年12月21日締結）

● カーボン・オフセット都市ガスの供給
● 環境教育　など

熊本県（2024年12月24日締結）

● 脱炭素先行地域における取り組み
   推進に関する支援

久留米市（2024年8月6日締結）

● カーボンニュートラルの推進
● 地域の安全・安心　など

久山町（2023年9月11日締結）

● 先導的グリーンインフラモデルの
　構築

古賀市（2021年7月28日締結）

● 駅周辺の活性化策
● 拠点形成とネットワーク強化 など

宗像市（2022年8月5日締結）

● ゼロカーボンまちづくり
● 市民への啓発活動　など

北九州市（2022年9月21日締結）

● 響灘地区におけるメタネーション実証
● 環境教育　など

長崎市・西部ガス長崎の連携協定締結式

久留米市・久留米ガスの包括連携協定締結式
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※福岡市、西部ガス株式会社、株式会社正興電機製作所、豊田通商株式会社、西日本プラント工業株式会社、三菱化工機株式会社、国立
大学九州大学の共同体

　「西部ガスグループビジョン2030」で思い描く「カーボンニュートラル・循環型の社会」を実現
するには、資源の効率的な活用、水使用量の削減及び廃棄物の発生抑制・再利用・再資源化によ
り、事業活動における環境負荷低減などの環境課題に対応することが重要と考えています。

事業価値（リスクの低減と機会の拡大）

　西部ガスグループは、「西部ガスグループ環境基本方針」に基づき、資源利用の効率化を図る
とともに資源の保全に取り組みます。

環境方針　指針２　 事業活動における環境負荷の低減
　事業活動におけるエネルギーの使用原単位を継続的に低減するとともに、水使用量の削減、
資源利用の効率化、及び汚染の防止、廃棄物の発生抑制・再利用・再資源化を推進し、当社グ
ループの事業活動における環境負荷を低減します。

体制
　各事業者が取り組んでいる産業廃棄物・一般廃棄物の発生量及び最終処分量の削減、掘削土
の削減と再資源化、3Rの推進について、進捗状況をサステナビリティ委員会事務局で年3回とり
まとめて管理しています。最終結果は、社長を委員長とする「サステナビリティ委員会」で報告して
います。

サステナビリティ・マネジメント　https://hd.saibugas.co.jp/sustainability/management/

PE管廃材の再資源化
　埋設ガス管には地震に強いPE管（ポリエチレン管）が主に使われ
ています。3Rの推進の一環として、PE管廃材の再資源化を実施。
工事にともなって発生するPE管廃材は100%回収し、これをペレッ
ト化して加工することにより、埋設ガス管標識シートとして再利用する

「使用済みPE管リサイクルシステム」を推進しています。

産学官連携による地産地消型水素ステーションの共同運営
　西部ガスが参画する有限責任事業組合福岡市グリーン水素活用推進協議会※では、福岡市中
部水処理センターにおいて市民の生活排水を処理する過程で発生するバイオガスから水素をつ
くり、燃料電池自動車へ供給する世界初の地産地消型水素ステーションの共同運営に取り組ん
でいます。産学官一体となって、水素社会の実現を推進していきます。

　資源や環境への対応を新たな付加価値とする製品やビジネスは、サーキュラーエコノミーを推進
する上で重要なことです。外部との協働を通した新規事業創出や当社グループの技術の事業化を
検討し、循環型の社会実現に貢献していきます。

フードロス削減に寄与する社会貢献型ショッピングサイト「ecoto（いいコト）」
　当社グループと株式会社クラダシのコラボレーションで生まれた新しいショッピングサイト。
フードロス削減への賛同メーカーなどより期限が間近な商品や、訳あって処分対象になってしま
う商品を協賛価格で提供してもら
い、最大97％OFFで販売。売上の
一部を環境保護や動物保護の団体
など、様々な社会貢献団体へと寄
付しています。

 ecoto(いいコト)
https://kuradashi.jp/pages/ecoto

指標
2022年度 2023年度 2024年度

目標 実績 目標 実績 目標 実績
ガス製造工場：廃棄物の再資源化率 94％以上 95.9％ 94％以上 99.1％ 94％以上 99.3％

金属管・PE管廃材の再資源化 100％ 100％ 100％ 100％ 100％ 100％
グリーン購入率 65％以上 70.4％ 65％以上 62.6％ 50％以上 59.3％

フードロスショッピングサイト“ecoto”の
サービス利用先の拡大PR活動

2件以上/
年間 ─ 2件以上/

年間 2件 2件以上/
年間 2件

 基本的な考え方

 環境基本方針及び推進体制

 実現に向けた取り組み

 今後に向けて

リスク：資源制約による調達不全、法規制等への対応遅れや、取り組み不足による顧客離れ
機  会：資源の有効活用による環境負荷低減、環境に配慮した製品・サービス設計による競争力向上

目標と進捗

　資源循環の推進
西部ガスグループは、資源循環を推進し、カーボンニュートラル・循環型社会の実現を目指しています。
産学官や企業との連携で、再資源化やフードロス削減を通じて環境負荷を低減します。

価値創造領域5　サステナブルなバリューチェーン
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売上高構成比 売上高／セグメント利益

推進体制図 ※1  2024年度から対象会社選定基準を見直しています。 
※2  �満足度：お取引先満足度調査「当社購買担当者及び会社としての対応品質」や「当社購買方針等の認知度」、「情報提供の機会やコミュニ

ケーションのあり方の妥当性」等について確認

お取引先さまへの調査状況

　当社グループでは経営の基本理念として「地域貢献」・「責任」・「和」を掲げ、従来よりお取引先
さまとの対話による「つながり」を大切にしてきました。社会・経済情勢が厳しさを増す昨今、「西
部ガスグループビジョン2030」で思い描く「持続可能な社会」を実現するためには、お取引先さ
まと当社グループがともにサプライチェーン全体において環境面を含む社会的責任を果たしな
がら、パートナーシップを強化していくことがますます重要であると考えています。

事業価値（リスクの低減と機会の拡大）

　調達活動に関わる法令や社会規範の遵守をはじめ、人権・労働安全衛生・環境に関連する社会
的責任にも十分配慮しながら、将来にわたり持続可能なサプライチェーンを構築します。

資材購買
　購買活動にあたって遵守すべき行動規範に加え
て、持続可能な調達の観点も組み込んだ「西部ガス
グループ購買の基本方針」を策定し公表していま
す。また、購買活動においては、お取引先さまと当社
グループが、相互に信頼関係を醸成し、双方の発展
を図ることに努めるとともに、サプライチェーン全
体で企業の社会的責任（CSR）を果たす必要があり
ます。こうしたことに対応するため「お取引先さま購
買ガイドライン」を取りまとめ公表しています。

グリーン購入指針
　当社グループは、事業活動が環境と深く関わっていることを認識し、環境に配慮した物品等の
購入（グリーン購入）に取り組むことにより、環境負荷の低減を図り、環境調和型社会の構築へ積
極的に貢献します。

西部ガスグリーン購入指針 https://hd.saibugas.co.jp/sustainability/social/procurement/　

　当社グループが購買取引を行うお取引先さまに対しては、あらゆる機会を通じて基本方針や
ガイドラインを周知し、遵守を求めています。さらに、主要なお取引先さまには、「経営状況調査」
等を通じて、財務状況とともに、コンプライアンスや安全衛生、人権・労働への配慮の状況等を定
期的に確認し、リスクに対する取り組みが不十分と思われる場合には追加調査を行うとともに、
必要に応じて是正依頼を行うこととしています。また、お取引先懇談会の開催やお取引先満足度
調査を通じて、お取引先さまとの双方向のコミュニケーションを深めることで、当社グループの購
買活動への理解促進を図っています。

●  �サプライチェーンにおける人権尊重：お取引先さまに対してサプライチェーンにおける人権尊重
の取り組みとして、「西部ガスグループ購買の基本方針」および「お取引先さま購買ガイドライン」
を継続的に周知し、人権への配慮について明示することで遵守を求めます。

●  �パートナーシップ構築宣言：サプライチェーン全体における持続可能な関係の構築を目指した
「パートナーシップ構築宣言」に賛同し、策定・公表しています。お取引先さまと連携し共存共栄を

目指すことで、強固なパートナーシップを構築します。
●  �お取引先さまとのコミュニケーション：調達リスク管理とお取引先さまとのパートナーシップの一

層の強化を図るため、お取引先さま各社との双方向のコミュニケーション機会を大切にします。具
体的には、主要なお取引先さまに対して、当社の購買戦略や具体的取り組みについて説明し、理解
を促すための購買方針説明会や、お取引先さまの当社施策へのご理解・ご協力に対する感謝と、
関係強化を図るための催しを定期的に開催するなど、相互信頼を深める機会を拡充します。

項目 指標 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

調査対象 会社数 57社 58社 70社 56社※1

方針・ガイドライン 周知率 100% 100% 100% 100%

お取引先調査
回収率 100% 100% 100% 100%

満足度※2 90% 95% 91% 100%

 基本的な考え方

 方針及び推進体制

 実現に向けた取り組み

 今後に向けて

リスク：法規制や、サプライチェーン上での環境・人権リスクへの対応の遅れによる企業価値の毀損
機  会：お取引先さまとともに、環境・人権に配慮した、取り組みを行うことによる新しい価値の創造

お取引先さま

西部ガスグループ
西部ガスグループ企業行動指針

周知 遵守

●西部ガスグループ購買の
   基本方針
●お取引先さま購買ガイド
   ライン

回答確認・
是正依頼

●経営状況等調査
●お取引先満足度調査
●購買方針説明会 等

価値創造領域5　サステナブルなバリューチェーン 　持続可能な調達の推進
西部ガスグループは、持続可能な社会の実現を目指し、取引先とのパートナーシップを強化しながら、環境や社会に配慮したサプライチェーンを構築しています。
購買活動においては、法令遵守や人権・労働安全衛生への配慮を重視し、お取引先さまとの双方向のコミュニケーションを通じて信頼関係を深めています。
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価値創造領域5　サステナブルなバリューチェーン 　人権の尊重

　西部ガスグループは、「人権の尊重」が持続的な社会の実現に向けた重要課題と認識してい
ます。
　「人権の尊重」をグループ全体で取り組むために、国連の「国際人権章典」及び「多国籍事業行
動指針（OECD）」等を支持し、それらを踏まえて持続可能な社会の実現と企業価値の向上を目指
します。
　サプライチェーン向けには、「西部ガスグループ購買指針」や「お取引先さまガイドライン」に人
権に対する遵守を求めており、従業員向けには、「西部ガスグループ企業行動指針」及び「労働慣
行方針」で人権に関する基本方針を定め、遵守することを掲げています。

　当社グループは、ガスエネルギー事業を軸とした幅広い事業の展開によって、多様なお客さま
や地域とつながりを持っています。そして、昨今の事業環境の変化を踏まえ、人権デューデリジェ
ンスの実施に向けた取り組みを開始しました。2025年度内には、当社グループが持つ人権リ
スクを特定・評価し、優先的に取り組むべきリスクに関連する部門を含めた体制を構築及び、グ
ループ人権方針を定めて公表することを目指します。

● �「西部ガスグループ企業行動マニュアル」を全従業員に配布し、人権に関する啓発活動を徹底しています。こ
のマニュアルは、従業員一人ひとりが人権を尊重し、理解を深めるための重要な指針となっています。 

● �ダイバーシティ・エクイティ・インクルージョン（DE&I）に関しては、従業員や管理職を対象としたセミナーを
定期的に開催し、経営層にも活動報告やセミナーを実施しています。これにより、多様な価値観や視点を持
つ人財が活躍できる環境を整えています。 

● �毎年全役員および従業員を対象に人権研修を実施しており、これにより人権に対する意識を高めるととも
に、職場内での人権尊重の重要性を訴えています。

● �サプライチェーンにおける人権尊重に関する取り組みを明確にし、関連ガイドラインの周知を通じて人権に
対する期待を伝え遵守を求めています。

● �特例子会社の西部ガス絆結(株)では、地域向けに講演会やセミナーを実施しています。障がい者自身の力
を高める支援や、障がい者雇用が企業価値の向上に寄与することを共有し、障がい者への理解が向上する
啓発活動に取り組んでいます。

2025年度 2026年度 2027年度 2028年度

調査・検討

グループ体制整備

人権リスク特定
（社内外）

西部ガスグループ
人権方針策定

教育・研修

 基本的な考え方  人権デューデリジェンスの実現に向けたロードマップ

 具体的な取り組み

推進体制図

従業員向け　

サプライチェーン

取締役会

経営会議

監督 報告

サステナビリティ委員会／グループガバナンス委員会

監督 報告

報告等

人財戦略部

総務広報部
西部ガス資材部

グループガバナンス部

毎年、全役員及び従業員を対象に人権研修を
行っています。なお、2024年度は、人権侵害に
関する問題のある事象はありませんでした。

従業員向け

西部ガスグループ社内相談窓口や社外窓口及
びハラスメントホットラインを整備し、社内外の
ステークホルダーの利用が可能な窓口を設置
しています。

サプライチェーン及び従業員向け

購買取引を行うサプライヤーに対してサプライ
チェーンにおける人権尊重の取り組みとして、
「西部ガスグループ購買の基本方針」や「お取引
さま購買ガイドライン」の周知、アンケート調査
を実施しています。

サプライチェーン向け

国際情勢の不安定化や自然災害の頻発・激甚化が進む中、更なるエネルギーサプライチェーンの強化とレジリエンスの向上に取り組み、
エネルギーの安定供給を通じて、お客さま・地域社会の安全・安心を支え続けます。
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2027年度現状取り組み目標人財戦略

20件
（中計期間延べ）5件グループ横断的な要員配置（戦略人財含む）人財の獲得と

グループ横断的な配置①経営戦略に連動
　する人財施策の
　実践 20％15％管理職候補者における変革人財の割合人財の戦略的な育成

80名43名ソウゾウ大学への参加人数（累計）
挑戦支援

②挑戦を通じた
　成長支援 3.753.46 挑戦指数

（職場環境・本人意欲・成長実感の平均スコア※5段階評価）
2,000名

（中計期間延べ）600名リスキル（自発的な学び）実践者数
（資格取得支援利用数＋公募型研修参加数）キャリア自律支援

6.0%3.8％女性管理職比率

グループDE&Iの
推進③価値創造を加速

　する組織基盤の
　強化

100.0%
（14日以上）

90.6％
（1日以上）男性育休取得率

2.7％2.5％障がい者雇用率

85%プレゼンティーズム（病気やけががないときに発揮できる仕事の出来を
100%とした場合のパフォーマンス発揮度合の平均値）

グループ健康経営の
推進 ー

　働きがいの向上、発揮する成果の最大化を目指し、従業員エンゲージメントの向上に取り組み
ます。これまで当社グループでは「働きやすい」職場づくりに取り組み、一定の成果を上げてきま
した。2025年度から実施の「従業員エンゲージメント調査」では、「仕事・職場・会社」の観点でよ
り詳しく網羅的に課題を把握し
ていきます。調査結果をもとに、
人的資本経営の各施策とも連携
しながら、改善施策を計画・実行
します。また、経営層と社員の対
話の機会を今以上に増やし、貢
献を認め合う風 土 醸 成を図り
ます。

【グループ中期経営計画 KPI】

　「人財」への投資を強化することで、従業員と企業が共に成長し、エンゲージメント向上による
双方の価値最大化を目指します。

　当社グループでは、人的資本経営をより強力に推進するため、「西部ガスグループ人的資本委
員会」を新設しました。本委員会にはグループ会社の社長が委員として参画し、グループ全体で
の基本方針・戦略の策定や、既存戦略の進捗確認を行います。また、従来より活動している「ダイ
バーシティ部会」「健康経営推
進部会」との連携体制を構築
し、人財戦略部をハブとして、
グル ープ 従 業 員との 対 話・
施 策 実 行を通じて、人 的 資
本経営の実効性を高めてい
きます。

従業員エンゲージメントの向上を
目指し、働きがい向上と、発揮する
成果の最大化に資する取り組みと
して、グループ人財戦略では3つ
の戦略の柱とそれにひも付く6つ
のテーマを選定し、現状の課題に
対するアクションをスピーディーに
実行していきます。

　2025年からのグループ中期経営計画の中で以下の人財戦略KPIを定め、従業員エンゲージメント向上に
資する取り組みとして、KPIの達成に向けてスピーディーに実行していきます。

【2027年度KGI】
従業員エンゲージメントスコア※1：65%以上

※平均スコア：59.4％※2

仕事の意味や価値
仕事のやりがい

成長実感

…

職場目標への共感
心理的安全性

貢献意欲

…

ビジョンへの共感
将来への期待
ロイヤルティ

…

タレントマネジメントシステムによ
る人財情報の一元管理を推進し
ます。

下記推進体制参照

 人的資本経営の全体像

 人的資本経営の推進体制

 従業員エンゲージメントの向上

従業員エンゲージメント向上
●  働きがい向上
●  発揮する成果の最大化

①
経営戦略に
連動する

人財施策の実施

②
挑戦を通じた
成長支援

③
価値創造を
加速する

組織基盤の強化

●  人財の戦略的な育成
●  人財の獲得とグループ
  横断的な配置

●  多様な挑戦を支援
●  キャリア自律を支援

●  グループDE&Iの推進
●  グループ健康経営の推進

グループ人財情報の一元管理による戦略的な活用

人財資本についてグループ会社の経営層と従業員での意識共有

「従業員と企業が共に成長し、双方の価値を最大化」

3つの視点でエンゲージメントを確認

※1 (株)リクルートマネジメントソリューションズによる、「従業員エンゲージメント調査」
※2 �上記調査を利用している企業の一定期間のデータを集約した参考値

仕事 職場 会社

価値創造領域6　価値を生み出し続ける人と風土　人的資本経営
西部ガスグループは、企業価値向上の主役である「人財」を、知識・技能・能力といった価値創造の源となる「人的資本」として捉えています。この「人的資本」への積極的な投資を通じて、
その価値を最大限に引き出し、持続的な企業価値の向上を目指す“人的資本経営”を推進しています。あわせて、働く従業員一人ひとりの幸せを大切にする企業グループを目指しています。

グループ従業員

指示

共有共有 共有

共有

報告

報告 報告
人財

戦略部
西部ガスグループ
ダイバーシティ部会

西部ガスグループ
健康経営推進部会

西部ガスグループ人的資本委員会

※現状は、2025 年 3 月の ACT2027 公表時
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【グループ経営人財の育成】

▲ ▲

▲ ▲

【戦略人財の育成】

　採用では、グループの事業基盤や将来性、多様なキャリア展開の可能性を伝えることで、母集団
の形成と、専門性・価値観の異なる人財へのアプローチを進めています。

【新卒採用】

【キャリア採用】

キャリア採用の推移（西部ガス）

　グループを牽引する経営人財育成のため、体系的な研修機会を提供し、人財情報の戦略的な活
用による実践的異動配置を実施しています。

対象：リーダー候補者向け研修 対象：グループ会社経営層、幹部職等

　経営戦略と連動するエネルギーや不動産分野の強化領域を牽引する人財について、人財要件を
定義し、計画的に育成・採用、グループ横断的な配置を実施しています。

事業領域 戦略人財 人財要件
2027年目標

任用人数 育成プール
人数

電力事業
再エネ企画

プロジェクトリーダー
技術的知見を活かして再エネ電源開発及び調達プ
ロジェクトを企画・推進する人財

4名 6名

不動産事業 アセットリーダー
エネルギー供給権獲得と不動産収益の両立を実現
して、供給エリア全体の価値向上に貢献する人財

2名 4名

デジタル領域 DXアーキテクト
各部門の伴走者としてデジタル技術を活用した変
革を牽引する人財

5名 8名

※�本表の3領域は、グループ中期経営計画において重要性が高く、かつ高度な専門性を要するため、中長期的視点での人財育成が求められる分野
です。2027年に向け、2024年比で2～3倍の人財体制への拡充を計画しています。

　広報活動や採用イベントなどの多様な接点を通じて、当社グループの事業展開や、グループ内の
つながり・一体感への理解促進を図っています。また、より多くの学生からの応募を促進するため、
共通のシステムやツールを活用し、グループ全体で連携しながら、安定的な人財の確保に取り組ん
でいます。

　事業変化に対応しうる専門性を有した人財の獲得や、新卒採用の内定辞退や若年層の早期離職
等の人財の流動化への対応を踏まえキャリア採用を実施しています。

●  �専門人財採用
   高い専門性を有し、事業を牽引する人財
●  �20代キャリア採用
  社会人経験を有する20代。若年層の人財流動
  化への対応策として、2024年採用より実施

 人財の獲得  人財の配置・育成
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専門人財

（名）
22%

7%

13%
9%

15%

11

3
5 3 1

4

20代キャリア キャリア採用比率

（%）

グループマップの活用

人財情報の確認

異動・配置・登用

次世代管理職育成プログラム 経営人財育成研修

合同説明会への参加 母集団の形成
グループマップを活用した広報活動
を実施し、グループのブランド認知度
を向上させる

・マインドセット
・マネジメント
・クリティカルシンキング
・事業戦略策定　など

・経営戦略
・マーケティング
・アカウンティング
・ファイナンス　など

合同説明会を通じて、グループ内の複
数の会社について情報提供を行い、自
身に最適な職場選びをサポートする

採用管理システムをグループで共同
活用することで、企業と学生双方の採
用プロセスの効率化を図る

　人財の獲得・育成
西部ガスグループは、事業変革と持続的成長を支える人財戦略を強化しています。グループ中期経営計画と連動し、人財ポートフォリオの整備に着手しました。
必要な人財像や要員構成の明確化を進めるとともに、経営人財・戦略人財の育成と、多様な人財の確保に取り組んでいます。

価値創造領域6　価値を生み出し続ける人と風土
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キャリア自律

人財戦略部

①❶キャリアデザインシート

上司（職場）

キャリア面談
❷学ぶ機会の提供

❺

キャリア相談窓口
❹

キャリア研修
❸

本人（社員）

（主体的・継続的なキャリア開発行動）

（タレントマネジメントシステム内）

記入・棚卸し 振り返り・自己理解

将来を描く

自己理解

興味の探索 多様な経験

自己理解（興味関心・価値観・強み）を促進
自分のありたい姿を描く

日常での
コミュニケーション
キャリアデザインを参考
にした仕事のアサイン活用

キャリア面談支援

活用

活用

フィードバック
期待伝達

シートを
もとに面談

コメント

実施

　当社グループは、2022年度より「ソウゾウ大学」を開校し、2030年のビジョン実現に向けた
未来ソウゾウ人財※1の育成を進めています。このプログラムは「学び」「変革」「挑戦」をテーマに、
全10回の公募型研修として提供され、全社員（管理職を除く）が参加可能です。地域や社会課題
の解決に向けた事業アイデアを構想し、経営層や社外有識者にプレゼンを行います。現在までに
43名のソウゾウプランナー※2が誕生し、彼らの学びは現場の課題解決やお客さま価値の創造に
役立っています。2030年までに100名以上を輩出し、未来を変える価値の創造に挑み続ける方
針です。この取り組みは、持続可能な社会を実現するための重要なステップとして位置付けられ
ています。
※1 「変革意識を持ち、未来をつくるために大胆に挑戦し続ける人財」と定義
※2 ソウゾウ大学修了者に認定している社内資格

目標 現在 2027年度

ソウゾウ大学への参加人数（累計） 43名 80名

挑戦指数（※5段階評価）
（エンゲージメント調査のうち、職場環境・本人意欲・成長実感の平均スコア） 3.46 3.75

リスキル（自発的な学び）実践者数　延べ人数 600名 2,000名

　西部ガスグループビジョン2030に描く「ありたい姿」の実現のためには、人的資本の最大化に
よる企業価値向上が不可欠という考えの下、従業員一人ひとりの自律的なキャリア形成支援に
取り組んでいます。当社グループでは「キャリア」「キャリア自律」を下記のように定義し、キャリア
デザインシートをはじめとする取り組みを通して、中長期的な視点でのキャリア形成を考える機
会を提供しています。

 ソウゾウ大学の開校  自律的なキャリア形成支援の取り組み

学びフェーズ
ソウゾウ大学

学びの
場

自己変革
の場

挑戦の
場

実践フェーズ

約4カ月の学びプログラム 職
場
で
の
成
果
発
揮

最終アウトプット
（アイデア提案）

修了生コミュニティ

修
認
定
付
与（
名
称
：
ソ
ウ
ゾ
ウ
プ
ラ
ン
ナ
ー
）

キャリア 働くことを中心としながらも仕事以外の役割も含んだ、自分の人生全般とその生き方

キャリア自律 自分自身にとって豊かなキャリアとは何かを自ら定義して、そのキャリアを獲得する
ために主体的に行動出来ている状態

ソウゾウ大学3期　修了式の様子

ソウゾウ大学内　議論の様子

詳しくはこちら　 https://hd.saibugas.co.jp/sustainability/social/training/

価値創造領域6　価値を生み出し続ける人と風土　挑戦を通じた成長支援
西部ガスグループは、社員が自ら「学び」「挑戦」できる機会を整え、挑戦を通じた成長と自律的なキャリア形成を支援しています。
所属する組織内での挑戦はもちろん、組織の枠を越えた挑戦も積極的に奨励し、日々の学びを促す仕組みや、挑戦を後押しする風土づくりにも取り組んでいます。

イクボス式マネジメント講座
　当社グループでは、2017年からイクボス※3育成に取り組んでいます。
マネジャーは部下のキャリア形成に関する講座や外部の専門家との面談
を通じてキャリア支援を学び、「イクボス行動宣言」を行います。この宣言
を職場に掲示し、啓発と活性化を目指しています。
※3 �共に働くメンバーのワーク・ライフ・バランスを考え、その人のキャリアを応援しながら組織

の業績も結果を出しつつ、自らも仕事と私生活を楽しむことができる上司のこと
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価値創造を加速する
5つの重点領域

①
ジェンダー平等

女性活躍推進の加速
男性の家庭参画推進

⑤
インクルーシブな

職場づくり
心理的安全性向上

②
エイジダイバーシティ
ミドルの活躍推進

④
LGBTQ理解促進

性的マイノリティ
理解推進

③
障がい者活躍

当事者のやりがい向上

西部ガスグループは、環境が変化する中でお客さまに価値を提供し、地域社会に貢献するため、ダイバーシティ、エクイティ＆インクルージョン（DE&I）を重要な経営課題とし、
2023年3月に「グループダイバーシティ宣言」を発表しました。女性活躍推進やLGBTQ理解、心理的安全性向上などに取り組み、活気ある組織を目指しています。

価値創造領域6　価値を生み出し続ける人と風土　DE＆Ｉの推進

フォーラム開催風景 生理痛体験の様子

　ホールディングス化に伴い、グ
ループ大での「ダイバーシティ宣
言」を実施し、多様性を共通の価
値観として共有し、人やつながり
をエンジンとする持続的な経営
につながる理念をグループ内に
浸透させています。

重点領域 KPI／年度 2024年 2027年（目標） 2030年（目標）

ジェンダー平等
女性管理職比率※1 4.8% 6.0% 15%
男性育休取得率※2 88.9% 100％ 100％※3

障がい者活躍 障がい者雇用率 2.5% 2.7% 2.7%
※1 �対象会社：西部ガス、西部ガスエネルギー、西部ガス都市開発、西部ガスリビング、西部ガス情報システム、西部ガス・カスタマーサービス、西部ガステクノソリューション、

ひびきエル・エヌ・ジー（出向者は、出向元の従業員として集計）
※2 （2024年実績）育児休職と育児を目的とした休暇を合わせた取得日数1日以上実績
※3 （2030年目標）育児休職取得率100％、育児休職と育児を目的とした休暇を合わせた取得日数14日以上

「ダイバーシティ宣言」
 西部ガスグループのDE＆I

 DE&I関連の目標・指標

　女性をはじめ、多様性を持つ社員の育成と、次世代の中間層リーダー、経営人財の育成に力をいれており、
新たな育成プログラム（ P.52：次世代管理職育成プログラム参照）では特に、女性管理職候補社員へ優
先提供するプランを整備しています。

詳しくはこちら　 https://hd.saibugas.co.jp/sustainability/social/diversity/

【女性活躍推進】

【ダイバーシティWEEK】
　当社グループで働く一人ひとりが、DE&Iへの
理解を深め、職場の様々な多様性に気付き自分
事として取り組むきっかけを得ることを目的に、ダ
イバーシティについて考える一週間を設けていま
す。公演から体験型イベントまで毎年様々な形で
実施しています。

【エイジダイバーシティ】
　これからの仕事人生において、職場でイキイキと活躍し、より一層組織に貢献していく姿を描いてもらうた
めに、65歳をゴールと見据えたキャリア開発支援を行っています。

【障がい者雇用】
　当社グループでは、障がい者雇用をグループ全体で進めるため、2017年に西部ガス絆結(株)を特例子会
社として設立しました。さらに、グループ11社が参加する「関係会社特例制度」を申請し、グループ全体で、障
がい者雇用を推進しており、法定を上回る水準で雇用率を維持しています。従業員一人ひとりの得意・不得意
を理解し合い、障がいの有無に関わらず、多様な人財が働きがいをもって活躍できる環境整備を進めてい
ます。

セミナー・面談の流れ

　現在、西部ガスを中心に、多様性に関する理念の浸透や環境整備が進み、かつマネジメント改
革の効果も見えてきました。部下の多様性を尊重し成長を支援する上司の増加やインクルーシ
ブな風土醸成が進んでいます。一方で、活動当初からの懸案である女性管理職の増加や障がい
者活躍については、継続した課題と捉えています。

 DE&Iのこれから①

キャリアの棚卸 58歳以降の進路相談 次のステージ情報提供 進路確認

53歳
キャリアデザイン53

55歳
キャリア面談

57歳
ライフプランセミナー57

57歳
キャリア面談

●  �女性メンタリングサービス
社外の複数の女性ロールモデ
ルと面談し、自身のキャリアを
言語化する機会の提供

●  �メンター制度
社内の先輩管理職や役員をメ
ンターとして選任し、個人の
成長を斜め上からサポートす
る制度

●  �キャリア面談サポート
キャリア面談の目的を理解し、
部下のキャリアを支える面談
力を身につける（管理職向け）

●  �連絡協議会の開催
特例子会社と事業会社が、採用、定着支援の両
面で連携するため、連絡協議会を3カ月に1回
開催し、各社の雇用率の進捗確認や取り組みの
共有を行っています。

●  �ジョブコーチサービス支援
関係会社特例制度の子会社は、西部ガス絆結
から、職場適応支援や助言を行うジョブコーチ
サービスを導入し、障がいの有無に関わらず誰
もが働きやすい職場づくりを進めています。
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西部ガスホールディングス（4年連続）、西部ガス
（４年連続）、西部ガス熊本、西部ガス長崎、西部
ガス佐世保

　健康経営を推進するため、2030年までに達成したい目標値を掲げて推進していきます。
目標 2024年度 2027年度 2030年度

ワーク・エンゲージメントの維持向上 2.74点 2.78点 2.8点以上
プレゼンティーイズムによる生産性損失割合低減

（パフォーマンス値を表示） 80.0% 85.0% 85.0％以上

アブセンティーイズムの低減 － 1.70日 1.50日
ワーク・エンゲージメント・・・仕事に対してポジティブで充実した心理状態（活力・熱意・没頭）、ストレスチェック時に測定。
プレゼ ンティー イズ ム・・・出勤しているが、健康上の問題によって完全な業務パフォーマンスが出せない状況
ア ブセンティー イ ズ ム・・・傷病による欠勤

　従業員の健康維持・増進のために7つの指標（運動・食事・飲酒・禁煙・睡眠・ストレス・診断）を
大切にし、目標達成に向けた施策を実施します。

　当社グループは、西部ガスグループ企業行動指
針に基づき当社グループの従業員及び事業に関わ
る全ての関係者の労働安全衛生を最優先し、安全
かつ健康で働きやすい環境を確保します。

　労働災害・交通災害の防止に向けて、安全行動への啓発として「基本動作の欠如」や「軽微な不
注意」の撲滅を目的とした取り組みを実施しています。災害発生時には、原因の徹底究明と従業員
への情報共有を行い、グループ内に水平展開することで類似事故の防止を図っています。活動報
告や教育資料は、従業員がいつでも確認や引用できるよう社内イントラネットで公開しています。

〈2025年度 重点取り組み〉
⃝ �転倒災害対策：職場ごと及び共用部の転倒リスクマップ作成（右図参照）
⃝ �車両事故対策：交通安全KYT（危険予測トレーニング）動画の発信
※上記2点は、増加傾向にある検針職の労働災害減少にも注力した取り組み

⃝ �熱中症対策：熱中症対応フロー・連絡体制図の作成・周知徹底

単位 2023年度 2024年度
休業度数率 ％ 1.46 4.48

※対象会社：西部ガスホールディングス、西部ガス、西部ガス熊本、西部ガス長崎、西部ガス佐世保に所属する者
※通勤災害は含んでいません
※検針職及び野球部が新たに対象者に加わったことにより、2024年度数値増加

⃝ �労働安全衛生に関する諸法令を遵守するこ
とはもちろんのこと、「安全衛生規定」を制定
し、安全・安心な労働環境を確立する。

⃝ �安全を最優先に考え、労働災害ゼロを目指し
行動する。　

　育児休業も大切なキャリアの一部と捉え、仕事と育児の2つの
キャリアを軸に活躍できる環境と意欲的に働く意識醸成を目指し
て実施しているプログラムです。担当者と医療職が一体となり、制
度面、ソフト面、職場理解促進をフォローしています。また、2024
年度より西部ガスグループ各社で同様のプログラムを展開して
おり、グループ内での育休取得の風土醸成が進んでいます。

　当社グループ従業員の心身の健康及び安全な職場環境は、企業価値の向上・業績向上を実現
するための基礎（土台）と捉え、「健康経営」を積極的に推進し、従業員の一層の価値向上を図り
ます。

　西部ガスは、育児休業を取得する従業員が安心して休暇を取得できる環境づくりと、その間の業務
を担う従業員の貢献を正当に評価するため、「育休サポーターズ賞与」制度を導入しました。本制度で
は、育休中の業務を引き継いだ従業員に対し、業務負担に応じた賞与を加算し、1件あたり最大120
万円程度の支給原資で運用しています。チーム全体で支え合う文化の醸成と、人的資本に対する取り
組みの一環としての推進施策です。今後は制度の活用状況をモニタリングするとともに、エンゲージ
メント指標や男性の育休取得率といった既存のKPIに対する影響を継続的に確認していきます。

 健康経営全体のKPI

 「健康行動」にフォーカスした目標値の設定

 安全衛生管理方針

 安全衛生の取り組み

 実績

 DE&Iのこれから②
【育児期のキャリアサポート（WEキャリアプログラム）】 【育休サポーターズ賞与】

ステップ1 妊娠がわかった時 / 面談（本人・上司）

ステップ2 育児休業前 / 情報提供・面談（本人・上司・事務局）

ステップ3 休業〜出産 / 出産報告

ステップ4 休業〜復職 / 面談（本人・上司）

ステップ5 復職〜1カ月頃 / 面談（本人・上司・事務局）

健康経営
の目的

西部ガスグループ企業価値向上

風通しが良く、
働きやすい職場環境健康 安全健康経営

推進の土台

一人ひとりの
自律的な
健康行動

西部ガスグループ従業員価値向上

西部ガスグループ 健康と安全文化の醸成

組
織
か
ら
の

サ
ポ
ー
ト

従
業
員
へ
の

健
康
投
資

“従業員が健康でいきいきと働く”
健康診断

健康セミナー
支援制度

ストレス
チェック上司

産業保健
スタッフ

職場

価値創造領域6　価値を生み出し続ける人と風土

価値創造領域6　価値を生み出し続ける人と風土

健康経営 労働安全衛生

　DE＆Ｉの推進

　健康経営/労働安全衛生

詳しくはこちら　 https://hd.saibugas.co.jp/sustainability/social/
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